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 「平成 18 年度 高専情報処理教育研究発表会」参加報告 
 
教育研究支援センター 清水幹郎 
 
 
１．はじめに 
高専情報処理教育研究発表会（以下発表会）
は同じ規模，組織形態をもつ全国の高専で行
われている情報処理教育，コンピュータネッ
トワーク環境等に関する研究成果を発表し，
意見交換する場として毎年開催されている．
この発表会は今年で 26 回目を数える． 
本校総合情報処理センタースタッフからも
毎年この発表会に参加しているが，私は蘆
田・総合情報処理センター長とともに，今年
度の発表会に参加させていただく機会を得た．
本稿では，総合情報処理センタースタッフと
して初めての出張となった今回の発表会の参
加報告を行う． 
 
２．実施内容 
主催：高等専門学校連合会 
主管校：小山工業高等専門学校 
協賛学会：情報処理学会 
     電子情報通信学会 
     電気学会 
期間：平成 18 年 8 月 22 日，23 日 
 会場：白鴎大学 東キャンパス 
 
３．日程 
 8 月 22 日（火） 
   9:20～ 研究発表会 
  15:45～ 特別講演 
  18:15～ 懇親会（於小山グランドホテル） 
 
 
 8 月 23 日（水） 
   8:00～ 見学研修会 
（2 コースのうちいずれか） 
 
４．発表会概要 
４-１．研究発表会 
1 日目，開会式に続き行われた研究発表会
は，表 1 の内訳のように 3 つのセッションが
それぞれ 3つの会場にわかれて行われ，計 62
件の発表が行われた．昨年度の論文集から発
表内容を比較すると，発表件数には大きな増
減はないものの，全体の傾向としては昨年少
なかった「ものづくり教育」や「現代 GP」関
連が今年度の発表会では多くなっていた． 
 
表 1 発表内容内訳 
 
 
第 1 セッション（9:50～） 
教育実践（コンピュータ活用） 6 件 
教育実践（ものづくり教育） 6 件 
情報セキュリティ 6 件 
 
第 2 セッション（11:15～） 
教材開発（現代 GP 他） 7 件 
計算機環境 7 件 
情報インフラ 6 件 
 
第 3 セッション（13:45～） 
情報処理教育 他 8 件 
教育用電子計算機 8 件 
言語教育/e-learning 他 8 件 
 
計 62 件
 私は「情報セキュリティ」，「情報インフラ」，
「教育用電子計算機」の各セッションを聴講
した．発表された主な内容は以下のとおりで
ある．いずれのテーマにおいても本校の総合
情報処理センターと照らし合わせた際にも考
慮すべき，また参考となる報告を多数，拝聴
することができた． 
 
• 教育用電子計算機システムの更新 
• システム構成・イメージ配信方法 
• 印刷・アプリケーション・インターネ
ット接続等の各管理作業の効率化 
• 演習室の管理体制 
（時間外利用，熱対策等） 
• e-learning 授業への対応 
• スパムメール対策 
（アプライアンス製品，Postfix 等） 
• メール利用に関する教育指導 
• 学内統一無線 LAN の導入 
• 公開サーバに対する脆弱性検査の実施 
など 
 
４-２．特別講演 
各セッションごとの研究発表会のあとに，
関東管区警察局情報通信部情報技術解析課通
信現業管理官（支援分析）であられる野田哲
司氏により，「サイバー犯罪と情報セキュリテ
ィ」という演題で特別講演が行われた．「情報
技術を悪用した犯罪」というサイバー犯罪の
定義，サイバー犯罪の現状として，不正アク
セスやネットオークション等の事例の紹介を
交え，近代犯罪に対するセキュリティ対策の
強化としての取り組みについて，野田氏自身
の経験談をふまえてご教授いただいた． 
 
４-３．見学研修会 
2 日目は見学研修会が実施され，「NTT アク
セスサービスシステム研究所 つくば研究開
発センター」または「宇宙航空研究開発機構 
つくば宇宙センター」のいずれかの施設を希
望することができた．私は私用により，見学
研修会の参加は見送らせていただいた． 
 
５．おわりに 
 教育用電子計算機システムや学内ネットワ
ークシステムの更新や運用，e-learning 環境
の整備・実践等については，社会的にも教育
機関として避けることのできない重要課題の
1 つにあげられる．発表には高専のみならず
そこに支援というかたちで関わっている大学
や技科大，企業の方の報告なども盛り込まれ，
本校総合情報処理センタースタッフという立
場においてさまざまな意見を聞くことのでき
た有意義な発表会であった．私個人において
も，まだ本校のシステムについても勉強不足
な部分が多いながらも情報収集，意見交換の
場として非常によい機会を得た．今後も機会
があれば自分の能力を高めるためにも，生き
た新しい情報が得ることのできるこのような
発表会に参加していきたい． 
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